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本研究は、応募者による先駆的な研究成果を発展させ、メゾ
スコピック量子ホール系に現れる各種準粒子を制御し、その
非平衡状態を探求するとともに、それらの応用指針を得るこ
とを目的とする挑戦的なものである。 

メゾスコピック量子ホール系のエッジ状態やバルクに現れ
る一次元及び二次元準粒子の制御と応用に注目した研究は前
例がなく、革新性が高い。研究が順調に進展すれば、これらの
非平衡準粒子を利用した量子ホール熱機関やトポロジカル量
子工学への応用へ発展することが期待される。 
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